
 

市の管理 する 防 災井戸等 にお け る  

有機フッ 素化 合 物（ PFAS）に 関 する 水質 検査 の 実施 につ いて  

 

 市では ，環 境 省が公表 した 「 PFAS に関する 今 後の対応 の方 向 性」に基 づき ， 市内にお ける 環 境モニタ リン

グの強化 の一 環 として， 昨年 度 に引き続 き ， 市 が管理す る防 災 井戸等 に おけ る 水質検査 を実 施 中です 。  

 

１  検査 の概 要 （令和５ 年度 と 同様）  

(1 )  検査地点  

市の管理 する 防 災井戸２ ９か 所 と湧水１ か所 の 計３０か 所   （別紙 「 井戸 等 所在位置 図 」 参 照 ）  

   ※ いず れ の井戸， 湧水 も 飲用には 使っ て おりませ ん。  

(2 )  検 査 実施 期 間  

   令 和６ 年 １１月 ～ 令和 ７ 年２月  

(3 )  検査項目  

   ３ 項目 （ PFOS， PFOA， PFHｘ S）  

２  検査 結果 の 公表  

  市報 ３月 ２ ０日号 及 び市 ホ ームペー ジ で 公 表の予定  

  令和 ５年 度 の検査結 果同 様 （令和６ 年３ 月 公表）， 専門家 の コメント を付 し て公表  

  【調 布市 PFAS 専門アドバ イ ザー】  

・ 東京農 工大 学  高田  秀重  教授  （ 有機 化 合物（化 学）， 調 布市環境 保全 審 議会会長 ）  

・ 東京都 立大 学  奥    真美  教授  （ 環境 規 制 （ 法学 ）・調 布 市環境 保 全審 議 会副会長 ）  

・ 東京大 学大 学 院  徳永  朋 祥  教授  

        （地質・ 地下 水 工学（土 壌環 境）・東京都 土壌 汚 染対策検 討委 員 会委員）  

３  検査 結果 へ の対応  

  市 は ，国 が 公表した 「 PFAS に関する 今後 の対応の 方向 性 」 及び「 PFOS 及び PFOA に関 する対応 の手引

き」に基 づき，国・東京都 と連携 す るととも に。調 布 市ＰＦＡ Ｓ 専 門 アドバイ ザー か らの ご助 言を い ただきな

がら，適 切な 対 応を図り ，市 民 の不安の 低減 ・ 払拭に努 めて 参 ります。  

(1 )  暫定指針 値の 超 過を検出 した 井 戸におけ る 飲 用 防止の徹 底  

(2 )  暫定指針 値の 超 過を検出 した 井 戸におけ る低 減 対策の検 討  

(3 )   環境モ ニタリ ン グとして ， 市 の 管理する 防災 井 戸等３０ か所 の 水質検査 を継 続  
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凡例 

● ：定量下限値未満（＜0.3 ng/L） 

● ：PFOS 及び PFOA の合算値が暫定指針値以下（≦50 ng/L） 

● ：PFOS 及び PFOA の合算値が暫定指針値超過（＞50 ng/L） 

● ：PFOS 及び PFOA の合算値が暫定指針値 2 倍以上超過（≧100 ng/L） 

25 ng/L 

測定値は令和５年度の調査結果の測定値です 


